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At Home At the Zoo
―第一幕「家庭生活」（‘Homelife’）を中心に―
中島　祥子
はじめに
エドワード・オールビー（Edward Albee, 1928-）が『動物園物語』（The 
Zoo Story, 1958）を発表してほぼ半世紀を経た 2004 年 6 月 6 日、コネティカッ
ト州ハートフォードのハートフォード・ステージ（Hartford Stage）で、こ
の芝居は「家庭生活」（‘Homelife’）という新たな幕が書き加えられた形で、
『ピーターとジェリー』（Peter and Jerry）と題して上演された。その後、ニュー
ヨークのオフブロードウェーにあるセカンド・ステージ・シアター（Second 
Stage Theater）で 2007 年 11 月 11 日に上演されたとき、『家庭で動物園で』（AT 
HOME AT THE ZOO） に改題された。この芝居は 2010年に日本でも上演され、
大きな反響をよんだ。
本稿では、新たに設けられた第一幕「家庭生活」を中心に、『動物園物語』
には登場しなかったピーターの妻アン （Ann）について 、またアンが登場す
る第一幕「家庭生活」が新たに設けられたことによって筆者が考えていた 1『動
物園物語』にどのような変化が見られるのかを考察したい。
なお第一幕が設けられたことによる第二幕「動物園物語」の台本の変更は、
本稿に添える対照一覧をご覧いただければわかるように、それほど大きなも
のはない。注目すべき変更点は、オールビー自身がインタビューで語ってい
るように、ナイフが腹部に突き刺さり、死の瀬戸際になってもジェリーが雄
弁であることはおかしいという理由で最後の台詞を削除していることである
（Bottoms, 233）。さらに、第一幕にアンを登場させたことによって現代性を
高めようとしているのか、『動物園物語』のときのピーターの収入を 18,000
ドルから 200,000 ドルに変更している点である。オールビーはインタビュー
で 200,000 ドルでも不十分かもしれない、と洩らしている。2 また、ジェリー
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がお気に入りの作家をピーターにたずねる場面では、『動物園物語』ではボー
ドレール（Charles Baudelaire, 1821-67）と J・P・マークワンド（John Phillips 
Marquand, 1893-1960）とを挙げていたが、第二幕としての「動物園物語」で
はボードレールとスティーヴン・キング（Stephen King, 1947- ）に変えている。
この二つの変更はオールビーが『動物園物語』を発表してから半世紀とい
う長い時間を経た間にどれほど社会が変化し、またその影響をピーターや
ジェリーがいかに受けているかを想定してのことだろう。それ以上にアンを
登場させることによって現代性が生まれ、またこれまでのオールビーの作品
につきものだと捉えられてきた「猥褻性」に変化が起きていることにも注意
を向けたい。
　
ピーターとアン
第一幕「家庭生活」の舞台は、ニューヨークのアッパーイーストサイド
でも 70 番台の通り 3、より正確には、後にセントラルパークでジェリーに
問われ、ピーターがうっかり洩らしてしまうように、東 74 丁目の通りでレ
キシントン・アヴェニューと 3 番街の間（I live between Lexington and Third 
Avenue, on Seventy-fourth Street, 30）にある住まいのリヴィングである。その
リヴィングはピーターの好みか、アンの好みか、デーニッシュモダン、つま
り無装飾でシンプルである。
ピーターには妻アン（Ann）のほかに二人の子どもがいる。アンは 1958
年の『動物園物語』や『家庭で動物園で』の第二幕「動物園物語」のいずれ
にも登場していない。彼女は細身で背が高く、感じの良い、どこにでもいる
ような「ごく普通」（unexceptional, 4）の主婦で、夫のピーターより 7 歳年
下の 38 歳という設定になっている。
芝居は、キッチンからリヴィングの戸口へ現れたアンの「私たち、話をす
べきよ」（We should talk, 5）という唐突な台詞で始まる。ト書に「待つ」（Waits, 
5）とあるように、夫が反応してくれることを期待していることから判断し
て、アンとピーターとの間では日常的に使われていることばづかいのようで
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ある。だが、ピーターはアンのことばに反応しない。
この夫婦の間には、「私たちには会話をするってことがないのよね。あな
たは私の話を全然聞いていないし」（we never had the conversation; you never 
heard me, 6）というアンの台詞が示唆するように、どうやら、ことばによる
コミュニケーションがないようだ。どちらの台詞からも、ピーターがコミュ
ニケーションに参加しようとはしないことが明らかである。なぜ参加しよう
としないのだろうか。
ピーターは小さくはあるが教科書出版会社を経営しており、年がら年中読
書に耽って妻の話しかける声も耳に入らないらしい。読書といっても、好き
な本を読むのではなく、彼の手の中にあるのは自分の会社で出版している教
科書である。読書に没頭するというより、むしろ会社の仕事に没頭している
のかもしれない。あるいは本を手にしていることには、何か他の目的がある
のかもしれない。
電子レンジが話題に上がるが、ピーターは自分の子どもが電子レンジを
使っていることを知らずに、アンから「あなた、一体どこに住んでいるの
よ」（Where do you live?, 7）と笑われる。さらに、「台所に入ったことが無い
でしょう」（Have you never been in the kitchen?, 7）と、アンは半ば責めるよ
うに言う。これに対し、ピーターは「思い出せる限りで 2 回だ」（Uh... twice 
as I remember, 7）と答える。ピーターは自分の家庭のことについて、全く把
握できていないのだ。いや、家庭生活に参加していないと言った方が正しい
ようだ。ピーターの年齢から判断して、家庭を持つアメリカ人男性にしては、
実に珍しいタイプであると言える。ピーターはアンの 7 歳年上と設定されて
いる。したがって 1960 年代初期に生まれていると想定できる。この時代に
生まれた男性の多くは男女平等が定着した社会に成長し、家庭にあっては妻
に積極的援助をする教育を受けているはずだからだ。
ピーターは妻のアンに対しても積極的に関わっていこうとする姿勢を見せ
ない。それは、アンが眠れずにベッドを離れるのを知っていながら、声をか
けないということに話が及んだときであった。
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Ann: If I ever have trouble sleeping.
Peter: I see you, leaving bed—before dawn—when you think I’m asleep.
Ann: Do you?
Peter: Yes. Why?
Ann: Don’t you ever worry? You don’t say “Why can’t you sleep?  Where 
are you going? What is it you want?”
Peter: You come back; I assume you’re … about your business.  （8）
アンはそんなピーターを非難するわけでもなく、話を進める。アンは、まる
でピーターがどんな反応をするかわかっていながら、話題を提供し、ピーター
がそれに反応をするのを待っているかのようだ。このようにアン主導で、話
が展開していくのである。
アンの性的に大胆な発言とピーターの消極的な態度
この芝居で、観客に圧倒的な印象を残すのは、おそらくアンの「性」に関
する大胆な発言とそれに対するピーターの姿勢であろう。アンは、ある晩、
乳ガンにかかって両胸とも切除しなければならないことを考えたことがある
と話し始めたのを契機に、ピーターが宗教に関係なく、割礼を受けたことな
どに話題が移ると、女性の性器切除（female genital mutilation）4 の話を持ち
出すのである。その話しぶりは実に大胆なものである。いや大胆どころかピー
ターを挑発しているようなふしが見られるのだ。
Ann: Don’t be silly: they’re barely teenagers.  This isn’t Africa; we don’t 
circumcise our daughters.
Peter: That’s disgusting—what they do—those tribes do!
Ann: Yes.  It cuts down on the infidelity, though.
Peter: What does?
Ann: Circumcising the girls – and they don’t usually do it at birth.  They 
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wait – until puberty I think.
Peter: Ugh!
Ann: Then they do it – hack off the clitoris.
Peter: Stop!  （16）
「やめてくれ！」と叫ぶピーターは、妻が自らに備えられているものを「た
たき切る」（hack off）といった表現を遣うことに、相当な抵抗があるのだろ
う。抵抗があるどころか、彼女との関わり合いを拒む印象を受ける。なぜな
ら、二人の間ではこうしたやりとりがこれまでにもしばしば行われ、ピーター
はそのたびに口には出さないまでも、自身の大学時代の辛い性的体験を思い
出していたかもしれないからだ。
次に引くように、「性」について、男性も憚るほどのことを平気な顔で口
にするアンの姿勢の背景には、彼女が生まれ育った時代の男女の性行動につ
いての多様な社会的動きがある。
Ann: Oh, yeah? Then listen. You’re good at making love.
Peter: Thank you.
Ann: You’re welcome, but you’re lousy at fucking. （Peter gets up.） 
Sit down! （He does.） All the things that fucking entails, or can entail – 
aggressive, brutal maybe, two people who’ve known each other for years 
– slept together for years – suddenly behaving like strangers, like people 
who’ve just met in a bar and gone to the motel next door to hammer it all 
out, to fuck for the sake of fucking.... （21-2）  
人間の「性」がアメリカで公然と人の口に上るようになったきっかけは、
動物学者のアルフレッド・チャールズ・キンゼー（Alfred Charles Kinsey, 
1894-1956）が 1948 年と 53 年にそれぞれ、男性と女性の性行動に関する報
告書（Kinsey Reports）を発表したことであろう。
ジャーナリストのデイヴィッド・ハルバースタム（David Halberstam, 
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1934- ）の言葉を借りれば、それまで「アメリカ人は自らの性行動を隠蔽し
ていた」（Americans used to hide their sexual selves, 272）ために、「性」に関す
ることは極めて厳格に管理され、バースコントロールについてもタブー視さ
れる傾向が強かった。
もちろん、この報告書によって誰もが「性」について寛容になったという
わけではなかった。キンゼーの報告書はいずれも大ベストセラーとなったが、
プロテスタント、カトリックの両教会から厳しい批判を浴びたことは言うま
でもない。また多くの人が、まるで本当のことをずばりと言い当てられたと
きのように、理論的な根拠もなくそれを否定したのだった。
キンゼーの報告書は発表後にさまざまな議論を呼び、その妥当性について
も議論がくり返された。しかし、報告書が世に出てから 10 年後にベティ・
フリーダン（Betty Naomi Goldstein Friedan, 1921-2006）が『女らしさの神話』
（The Feminine Mystique, 1963）に引いているほどであるから、まったく否定
的に捉える必要もあるまい。
いずれにせよ、隠すべき存在であった「性」を善きにつけ悪しきにつけ、
議論すべき対象にしたのは紛れもなくこのキンゼー報告書であったし、キン
ゼーを皮切りに出版されたウィリアム・H・マスターズ（William H. Masters, 
1915-2001）の『マスターズ報告』（Human Sexual Response, 1966、Human 
Sexual Inadequacy, 1970）やシア・ハイト（Shere Hite, 1943- ）のいわゆる『ハ
イト・レポート』（The Hite Report on Female Sexuality, 1976、The Hite Report 
on Male Sexuality, 1981）なども一役買っていたと言える。こうした報告書に
よって「性」それ自体はもとより、「性」を楽しむためにはどうしたらよい
のかといったことが、女性の立場からも積極的に語られるようになった。
「性」の、しかも女性の立場からの「性」に関する文化的土壌が出来上
がっていった背景にはフェミニズム運動があった。フェミニズム運動の中
核を担ったと言っても過言ではない全米女性機構（NOW=National Women’s 
Organization）は、1966 年に組織され、70 年まで前述のベティ・フリーダン
が会長を務めたフェミニズム組織である。フリーダンは 1971年に雑誌『ミズ』
（Ms.）を創刊したグロリア・スタイネム（Gloria Steinem, 1934-）と共に人工
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中絶の合法化に尽力した。
フリーダンの『女らしさの神話』が発表される 4 年前の 1959 年には既に、
生理学者グレゴリー・ピンカス（Gregory Goodwin Pincus, 1903-67）によっ
て経口避妊薬（ピル）が研究開発されており、ここから女性の「性」の自由
が始まったと言える。つまり、妊娠する自由と妊娠しない自由が保障される
ということである。1969 年には食品医薬品局（FDA）がピルを勧告し、ま
た世界保健機構（WHO）もその安全性と有効性を認めたことによって、ま
すます女性が「性」を楽しむ土壌ができあがってきたのである。
フリーダンは、女性が「性」の自由を謳歌することについて次のように述
べている。
It was hardly an accident that the increase in woman’s sexual fulfillment 
accompanied her progress to equal participation in the rights, education, 
work, and decisions of American society.  The coincidental sexual 
emancipation of American men – the lifting of the veil of contempt 
and degradation from sexual intercourse – was surely related to the 
American male’s new regard for the American woman as an equal, a 
person like himself, and not just a sexual object.  Evidently, the further 
women progressed from that state, the more sex became an act of human 
intercourse rather than a dirty joke to men; and the more women were able 
to love men, rather than submit, in passive distaste, to their sexual desire. 
（453, Friedan） 
フリーダンが指摘するように、女性がその欲望を満たすために男性を愛する
こともできるようになったのである。女性の立場に立つ運動がこのようにさ
まざまに展開され、またそうした運動の成果の一つとして男女の平等が日常
生活の隅々にまで浸透していくなかでアンが思春期から青春時代を過ごした
ことは、その年齢やアン自身の口から出てくることばから明らかである。
80 年代に入ると突如として現れたエイズ（AIDS）によって、誰もが性行
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為に恐怖感を覚える時代を迎えることになった。この事実は、自由化された
「性」を楽しむ人たちに、警鐘を鳴らす人びとには好都合であった。また 80
年代に入ると、道徳的多数派（Moral Majority）を結成するバプティスト派
福音伝道師ジェリー・フォールウェル（Jerry Falwell, 1933- ）をはじめとす
る宗教保守派の動きや、レーガン政権の方針で、アメリカ社会が保守化して
いったことも彼らにはまたとないチャンスであっただろう。しかし、社会全
体の保守化は、女性解放運動やフェミニズム運動によって培われてきた自由
な「性」を覆すまでには至らなかったと言える。
アンのように 1960 年代に生まれた女性は、女性の自由な「性」に向けて
の土台ができあがった 60 年代から、本格的に自由化していく 70 年代に育っ
たわけであり、「性」にまつわる事柄を当たり前のものとして受け入れていた。
その姿は 1998 年から 2004 年までの 6 年にわたってアメリカのケーブルテレ
ビで放映されたドラマ『セックス・アンド・ザ・シティ』（Sex and the City）
の女性たちに見られる。
『セックス・アンド・ザ・シティ』の主人公であるキャリー・ブラッドショ
ウ（Carrie Bradshaw）は、2004 年のシリーズ完結時点で 38 歳の独身のライ
ターで、ニューヨークのマンハッタンに住んでいる。年齢も、住む場所も、
さらにアッパーミドルクラスという点でもアンとほぼ同じ境遇にある人物で
ある。
ドラマに登場するキャリーを中心とした女性たちは、男性との安定した関
係を望んでいるが、それは決してフェミニズムを否定するものではなく、フェ
ミニズムによって創り出された価値観の中で育ってきた、いわば「ポスト・
フェミニズム」世代である。彼女たちは「フェミニズムを大声で叫ばなくて
も、当たり前のように専業主婦以外の人生を選択することができた初めての
世代に属する」（矢口・吉原、278）のだ。ポスト・フェミニズム世代である
彼女たちには、「性」についてあけすけに語ることのできるメンタリティが
できあがっていた。キャリーは友人 3 人らと自らの恋愛や「性」についてオー
プンに語っているが、そうした姿はアンにも見られるところである。
第二次世界大戦後の数十年間におけるアメリカ人の「性」に関するこうし
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た急激な変化について、科学的な調査により著された『セックス・イン・ア
メリカ』（Sex in America: A Definitive Survey, 1994）では、次のように述べら
れている。
Even a casual examination of the past reveals that America has undergone a 
sea change.  In the decades since World War II, sex has become ever more 
publicly represented – in movies, newspapers and magazine, books, and 
advertisements – and ever more openly discussed.  This transformation 
took place in a piecemeal fashion, in fits and starts, so that it was difficult to 
notice conspicuously what has happening.  But the alteration is so dramatic 
that the sexual world as we knew it in the 1950s now seems almost 
unrecognizable.  （6）
女性が主役であった「性」の自由化が急速に進んでいく一方で、男性は「置
き去り」にされていたようにも見える。『女たちが変えるアメリカ』（1988）で、
ホーン川嶋瑤子は「1980 年代は“悩む女たち”よりも、羅針盤を失って困
惑した“悩む男たち”の姿をより浮き彫りにした」（210）と述べている。女
性は「性」において受動的であるべきだという伝統的な考え方が逆転し、む
しろ女性が主導権を握るという社会的風潮にあって、そうした女性に辟易す
る男性が多かったのである。ピーターもその一人だと言えるだろう。しかし
ピーターには避難場所があった。
『セックス・アンド・ザ・シティ』の女性たちのように公然と「性」を語
るアンについていくことのできないピーターは、アンとのコミュニケーショ
ンを避けるようにして 700 ページにも及ぶ「ちっともおもしろくない本」（the 
most boring book, 7）を避難場所に選んでいるのである。
ピーターの変化
以下に引用するアンの台詞からは、ピーターの口から「ことば」を引き出そう
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と挑発し、コミュニケーションを図ろうとしているアンの心の動きが読み取れる。
You’re welcome, but you’re lousy at fucking.  Sit down!  All the things 
that fucking entails, or can entail— aggressive, brutal maybe, two people 
who've known each other for years— slept together for years— suddenly 
behaving like strangers, like people who’ve just met in a bar and gone to the 
motel next door to hammer it all out, to fuck for the sake of fucking.  There 
are people who’ve lived together for years, who love one another deeply. 
Who sometimes go at each other like strangers— a regular one-shot deal, 
like you’ll never see each other again ... or want to.  The moment!  Two 
strangers!  The moment!  There are people rise to that—sink to it, if you 
like— rise to that, become animals, strangers, with nothing less than impure 
simple lust for one another.  There are people do that.  （21）
このように興奮して冗長に話をするアンの言い分に、「僕はそんな人間じゃ
ない」（I’m not like that, 21）ときわめて短いことばで自分の立場を説明しよ
うとするピーターには、アンとの会話を早く終わらせ、自分の世界に避難し
たいという思いが垣間見られる。言葉少なに話していたピーターが、唯一、
大学時代の性的体験のつらい思い出を長々と語る場面が第一幕にあるが、い
わばアンに誘導される形で、本来なら心に密かにしまって、他言すべきでは
ないことを語っている。また、アンとの会話中のピーターには、相手の話を
聞こうとする姿勢が見られない。アンが、ピーターの読んでいる本について、
「何の本なの？」（What’s it about?, 7）と質問するが、「大体 700 ページくら
いだね」（About seven hundred page, 7）と見当違いの返答をする。心ここに
あらずという状態なのだ。
第一幕の最後、ピーターとのやりとりを終えたアンは、「これから何をす
るの？読書？」（What are you going to do? Read?, 26）とピーターにたずねる。
すると、「公園へ行ってくるよ。そこで読書する。何か面白いものをね」（I’ll 
go to the park—read there. Something readable. 26）。そう言いつつも、持って出
るのはリヴィングで読んでいた教科書だ。第一の避難場所は「本」であり、
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もちろんそれは自分の会社が出版する教科書でもよいのだ。
こうして、第二幕「動物園物語」の舞台であるセントラルパークへピーター
が出かけていく目的が、彼自身の口から洩らされている。ピーターにとって
セントラルパークの決まって向かうベンチはアンに邪魔されない、誰ともコ
ミュニケーションをとる必要に迫られない「はず」の第二の避難場所なので
ある。
公園へ行くと言うピーターに、アンは「気をつけてね」（Don’t take any 
wooden nickles, 26）と声をかけるが、ピーターにはそのことばがはっきり伝わっ
ていない。その証拠に、ピーターは「持っていくなって、何を？」（Don’t take 
any what?, 26）と言い返している。しかし、アンのこの台詞はまるで、セント
ラルパークでこれから起こることを暗示しているかのような台詞である。
一方、第二幕「動物園物語」でのピーターには、こうしたアンに対する姿
勢とは異なり、コミュニケーションを拒む様子は見られない。
「ときどき誰かと話したくなるんだ、すごくね。その人のことを知りたい、
その人の全部を知りたいって思うんだ」（But every once in awhile I like to talk 
to somebody, really talk; like get to know somebody, know all about him, 29）とい
う台詞が物語っているように、ジェリーは自分の話を受けとめてくれる人間
を求めている。見知らぬジェリーにそんなことばで話しかけられたピーター
が、もしコミュニケーション嫌いならば、ピーターはジェリーから逃げ出す
こともできるはずだ。しかし、「自分が大きな喜びと満足感を感じられる」
（I have hours of great pleasure, great satisfaction, right here, 45）ベンチに腰掛け、
ジェリーの話に耳を傾けるのである。
「君が話したがっていたから。」（I thought you wanted to talk to somebody, 
43）というこの台詞こそが、ピーターが立ち去らずに、その場に居続けた理
由であった。あれほど、アンとのコミュニケーションを疎ましく思っている
ように見えたピーターが、アンとの話題とはまったく異なった話題に耳を傾
けるようになっている。
ピーターにとって大切な避難場所であるベンチを譲れとジェリーは言う
が、ピーターは決して応じない。必死に抵抗するピーターに対し、ジェリー
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は次のように述べる。
Hey, I got news for you, as they say.  I’m on your precious bench and 
you’re never going to have it for yourself again.  （44） 
このやりとりの後、ナイフがジェリーの腹部に刺さり、ジェリーは命を落
とすことになるわけだが、「このベンチを君がもう一度自分のものにするな
んてこと、決してないだろうね」というジェリーの台詞は、コミュニケーショ
ンを図ろうという姿勢をとり始めたピーターには、コミュニケーションから
の避難場所としてのベンチはもう必要ないということを予言しているかのよ
うである。また、ジェリーが、腹にナイフが突き刺さったままにもかかわら
ず、ピーターに本を持ち帰らせるのは、家庭における避難場所としての本を
持ち帰らせているわけではない。ピーターに犯罪者として関わらせたくない
からである。
おわりに―第一幕「家庭生活」が設けられた意味
2003 年のインタビューの中でオールビー自身が、第一幕「家庭生活」を
設けた理由について次のように述べている。
　　
I’m writing a play about Peter, before he meets Jerry, called Homelife. 
Peter at home with his wife, Ann, and how this affects his reaction to Jerry
—to the extent that it does.  （Bottoms, 231）
ピーターの人物像を浮かび上がらせる第一幕「家庭生活」を設けることによっ
て、ピーターだけに焦点をあてた場合、第二幕「動物園物語」の理解がしや
すくなったと言ってよいのではないだろうか。
ピーターが家庭に参加せず、精神的な避難場所を求めていることが第一幕
「家庭生活」ではっきりした。その延長として、物理的な避難場所であるセ
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ントラルパークのベンチでの様子が第二幕「動物園物語」に描かれているの
である。
そこでピーターはジェリーに遭遇し、嫌ならばその場を立ち去ることがで
きたにもかかわらず、ジェリーと向かい合う。さらには家族構成や年収の話
など私的なことを次々と打ち明けていく。第一幕でコミュニケーションを拒
んでいたかに見えたピーターは、アンのときとは異なり、ジェリーの話に耳
を傾ける。なぜジェリーにつきあったのか、その理由はピーター自身の「君
が話したがっていたから。」という台詞に込められている。それは、同じよ
うにコミュニケーションを求めていたアンに対しては、わかっていても口に
しなかったことであった。セントラルパークのベンチへ避難することは、ピー
ターの習慣となっていた。突然現れたジェリーによって、避難場所が奪われ
てしまうかもしれないという不安感がピーターに「君が話したがっていたか
ら。」と言わせたのだ。いや、そう言わなければならない精神的変化が起こっ
たのだ。ピーターのコミュニケーション欠如に対し、半ば諦めていたアンは
自分の避難場所までも奪おうとはしなかったが、ジェリーは違った。ここに
コミュニケーションを図ろうとするようになったピーターの変化、いや心の
成長が見られると言ってよいだろう。
第一幕「家庭生活」が設けられたことによって、それまでコミュニケーショ
ンを求めようとしなかったピーターがコミュニケーションを求める人間へと変
化していく様子が鮮明になり、不条理演劇として位置づけられていた『動物園
物語』を新たな視点で捉えることが可能になったと言えるのではなかろうか。
なお、ジェリーが死を願望する点については、今後の課題として改めて考
察するつもりである。
Appendix
『動物園物語』と第二幕「動物園物語」の対照一覧
使用したテキストは、以下の二冊である。最初に『動物園物語』（①）、矢
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印以下に第二幕「動物園物語」（②）からの引用を記すこととする。
①  Esslin, Martin. Introduction to Absurd Drama. Harmondsworth: Penguin Books, 
1965.
②  Albee, Edward. At Home At the Zoo. New York: Dramatists Play Service, Inc. 
2008.
なお、次の二点については実質的な意味を持たないと思われるため、対照
一覧に含んでいない。
　・ ト書き中の登場人物名の表記における、ブロック体からイタリック体へ
の変更
・綴りや記号などの変更（例：off-hand → offhand）
p.158, l.5
PETER: A man in his early forties, neither fat nor gaunt, neither handsome nor 
homely.  He wears tweeds, smokes a pipe, carries horn-rimmed glasses.  Although he 
is moving into middle age, his dress and his manner would suggest a man younger.
JERRY: A man in his late thirties.... 
→ p.4 l.3 
PETER: 45.  Bland; not heavy; pleasant, if uninteresting looking.  Tidy; circumspect. 
Wears glasses to read.
JERRY: Late thirties....
p.159, l.1
It is Central Park; a Sunday afternoon in summer; the present.  There are two park 
benches, one towards either side of the stage; they both face the audience.  Behind 
them: foliage, trees, sky.  At the beginning, PETER is seated on one of the benches.
[As the curtain rises, PETER is seated on the bench stage-right.  He is reading a 
book.  He stops reading, cleans his glasses, goes back to reading.  JERRY enters.]
→ p. 27, l.1
Central Park.  There are two benches.  As the curtains rises, Peter is seated on the 
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downstage bench.  He is reading a book.  He stops reading, cleans his glasses, goes 
back to reading.  Jerry enters.
p.160, l.29
PETER: Yes, I think you said so... didn’t you?
JERRY. You’ll read about it in the papers tomorrow, if you don’t see it on your 
TV tonight.  You have TV, haven’t you?
→ p.28, l.24
PETER. Yes, I think you said so... didn’t you?
JERRY. I bet you’ve got TV, huh?
p.161, l.24
PETER [forgiving]: Yes... I guess so.
JERRY: Well, now; what else?
PETER: What were you saying about the zoo... that I’d read about it, or see...?
JERRY: I’ll tell you about it, soon.  Do you mind if I ask you questions?
→ p. 29, l.9
PETER. （Forgiving. ） Yes... I guess so.
JERRY. Do you mind if I ask you questions?
p.162, l.35
PETER: Well, I make around eighteen thousand a year....
→ p.30, l. 4
PETER. Well, I make around two hundred thousand a year....
p.163, l.13
JERRY: I’ll start walking around in a little while, and eventually I’ll sit down. 
[Recalling] Wait until you see the expression on his face.
PETER: What?  Whose face?  Look here; is this something about the zoo?
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JERRY [distantly]: The what?
PETER: The zoo; the zoo.  Something about the zoo.
JERRY: The zoo?
PETER: You’ve mentioned it several times.
JERRY [still distant, but returning abruptly]: The zoo?  Oh, yes; the zoo.  I was 
there before I came here.  I told you that.  Say, what’s the dividing line between 
upper-middle-middle-class and lower-upper-middle-class?
→ p.30, l.17
JERRY: I’ll start walking around in a little while, and maybe later I’ll sit down. 
Say, what’s the dividing line between upper-middle-middle-class and lower-upper-
middle-class?
p.164, l.4
JERRY: All right.  Who are your favorite writers?  Baudelaire and J. P. Marquand?
→ p.30, l.32
JERRY. All right.  Who are your favorite writers?  Baudelaire and Stephen King?
p.164, l.6
PETER [Wary]: ...but Marquand has a place ... in our ... uh ... national ...
→ p.30, l.4
PETER. （Wary.） ...but Stephen King has a place ... in our ... uh ... national ...
p.164, l.16
PETER: Oh; you live in the Village! 
→ p.31, l.4
PETER. Oh; you live in the Greenwich Village!
p. 164, l.23
PETER [almost pouting]: Oh, I thought you lived in the Village.
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→ p.31, l.10
PETER. （Almost pouting.） Oh, I though you lived in the Greenwich Village.
p. 164, l.34
JERRY: ... The room beyond my beaverboard wall is occupied by a coloured queen 
who always keeps his door open; well, not always but always when he’s plucking 
his eyebrows, which he does with Buddhist concentration.  This coloured queen has 
rotten teeth....
→ p. 31, l.20
JERRY. ...The room beyond my beaverboard wall is occupied by a black queen who 
always keeps his door open; well, not always, but always when he’s plucking his 
eyebrows, which he does with Buddhist concentration.  This black queen has rotten 
teeth....
p.165, l. 15
JERRY [From a distance again]: I don’t know.
→ p.31, l.35
JERRY. （From a distance. ） I don’t know.
p.165, l.30
JERRY: ....and please when will you do that letters....
→ p.32, l.8
JERRY. ....and please why don’t you do that letters....
p.167, l.24
PETER: Well, it seems perfectly simple to me...
→ p.33, l.29
PETER. Well, it seems perfectly simple to me, you just haven’t met ...
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p.167, l.33
JERRY [relieved]: Good.  [Now back to his previous tone] Interesting that you 
asked me....
→ p.33, l.38
JERRY. Good.  Interesting that you asked me....
p.169, l.2
JERRY: Well, thanks.  Anyway, she has a dog, and I will tell you about the dog, 
and she and her dogs are the gatekeepers of my dwelling... And I, Peter, I am the 
object of her sweaty lust.
→ p.34, l.36
JERRY. Well, thanks.  Anyway, she has a dog, and she and her dog are the 
gatekeepers of my dwelling... And I, Peter, am the object of her sweaty lust.
p.169, l.30
PETER: It’s so... unthinkable.  I find it hard to believe that people such as that 
really are.
→ p.35, l.21
PETER. It’s so...  I find it hard to believe that people such as that really are.
p. 170, l.2
PETER: Well... no, I don’t think so.
→ p.35, l.29
PETER. （Nervously. ） Well... no, I don’t think so.
p. 170, l.11
JERRY: You do?  Good.  [The following long speech, it seems to me....]....
→ p. 35, l.38
JERRY. You do?  Good.  （The following speech, it seems to me....）... 
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p.171, l.2
JERRY: ... [He smiles slightly].... you can see right here.... I think it had to do only 
with me....
→ p.36, l.21
JERRY. ... [He smiles lightly] .... you see right here.... I think it had only to do with 
me....
p.171, l.28
JERRY: ... I half opened the door that led into the entrance hall, and there he was; 
waiting for me.  It figures....
→ p.37, l.2
JERRY. ... I half opened the door that led into the entrance hall, and there it was; 
waiting for me.  It figured....
p.172, l.6
JERRY: ... I decided to try it for a few more days.... When I bought the hamburger 
I asked the man not to bother with the roll.... But no; he smiled benignly, wrapped 
up the hamburger....
→ p.37, l.16
JERRY. ... Then, when he’d finished the meat... I decided to try it again for a few 
more days....  When I bought the hamburger I asked the man not to bother with the 
rolls.... But no; he smiled benignly, wrapped the hamburger....
p.173, l.9
JERRY: ... he never leaned that the moment he took to smile.... I have myself to pray 
for, the coloured queen....
→ p.138, l.9
JERRY. ... he never did learn that the moment he took to smile.... I have myself to 
pray for, the black queen....
−106−
p.174, l.3
JERRY: ... Please understand, Peter; that sort of thing is important.  You must 
believe me; it is important.  We have to know the effect of our actions.
→ p.38, l.35
JERRY. ... Please understand, Peter; that sort of thing is important.  We have to know 
the effect of our actions.
p. 174, l.31
JERRY:... I mean, I can concentrate longer at looking into a dog’s face than a dog 
can concentrate at looking into mine, or into anybody else’s face, for that matter.
→ p.39, l.19
JERRY. ... I mean, I can concentrate longer at looking into a dog’s face than a dog 
can look into mine, or into anybody else’s face for that matter.
p.175, l.10
JERRY: ... Don’t you see?  A person has to have some way of dealing with 
SOMETHING.  If not with people... SOMETHING.  With a bed, with a cockroach, 
with a mirror... no, that’s too hard.... With a street corner, and too many lights, all 
colours reflecting on the oily-wet streets... with a wisp of smoke, a wisp....
→ p.39, l.31
JERRY. ... Don’t you see?  A person has to have some way of dealing with 
SOMETHING.  With a bed, with a cockroach, with a mirror... no, that’s too hard.... 
With a street corner,... with a wisp of smoke, a wisp....
p. 175, l. 24
JERRY: ... I could prove it, with howling because you’re alive; with God.  How 
about that?  WITH GOD WHO IS A COLOURED QUEEN WHO WEARS 
A KIMONO AND PLUCKS HIS EYEBROWS!  WHO IS A WOMAN WHO 
CRIES....
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→ p.40, l.1
JERRY. ...I could prove it, with howling because you’re alive; with God.  WITH 
GOD WHO IS A BLACK QUEEN WHO WEARS A KIMONO AND PLUCKS 
HIS EYEBROWS, WHO IS A WOMAN WHO CRIES....
p.176, l.28
JERRY: ... [There is silence.  JERRY moves to Peter’s bench and sits down beside 
him.  This is the first time Jerry has sat down during the play.] The Story of Jerry 
and the Dog: the end.
→ p.40, l.37
JERRY. ...（There is silence.） The Story of Jerry and the Dog: the end.
p.177, l.22
JERRY: ... which is the greatest city in the world.  Amen.
PETER: I’m ... I’m sorry; I didn’t mean to...
JERRY: Forget it.  I suppose you don’t quite know what to make of me, eh?
PETER [a joke]: We get all kinds in publishing. [Chuckles.]
JERRY: You’re a funny man. [He forces a laugh.] You know that?  You’re a 
very ... a richly comic person.
PETER [modestly, but amused]: Oh, now, not really.  [Still chuckling.]
JERRY: Peter, do I annoy you, or confuse you?
PETER [lightly]: Well, I must confess that this wasn’t the kind of afternoon I’d 
anticipated.
JERRY: You mean, I’m not the gentleman you were expecting.
PETER: I wasn’t expecting anybody.
JERRY: No, I don’t imagine you were.  But I’m here, and I’m not leaving.
→ p.41, l.20
JERRY. ... which is the greatest city in the world.  Amen.  And I’m here, I’m not 
leaving.
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p.178, l.3
JERRY: Oh, come on; stay a while longer.
→ p.41, l.24
JERRY. Oh, come on; stay a little while longer.
p.178, l.12
PETER: ... After all, stop, stop, hee, hee, hee, after all, the parakeets will be 
getting.... [He is beside himself now.]....
→ p.41, l.32
PETER. ... After all, the parakeets will  be getting.... （Peter is beside himself 
now.）....
p.180, l.28
JERRY [pushes Peter almost, but not quite, off the bench]: Get out of my sight.
→ p.43, l.35
JERRY. （Pushes Peter off the bench.） Get out of my sight.
p.183, l.8
PETER: ... [JERRY rushes over to Peter, grabs him by the collar... ]....
→ p.45, l.30
JERRY. （Rushes over to Peter, grabs him by the collar....）....
p.183, l.14
JERRY [slaps Peter on each ‘fight’]: You fight, you miserable bastard; fight for 
that bench; fight for your parakeets; fight for your cats; fight for your two 
daughters; fight for your wife; fight for your manhood....
→ p.45, l.35
JERRY. （Slaps Peter on each  “ fight”） You fight, you miserable bastard; fight for 
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that bench; fight for your manhood....
p.183, l.27
JERRY:... [With a rush he charges Peter and impales himself on the knife....]....
→ p.46, l.5
JERRY. ... （With a rush, he charges Peter and impales himself completely on the 
knife....）
p.184, l.5
JERRY: Thank you, Peter.  I mean that, now; thank you very much. [PETER’s 
mouth drops open.  Je cannot move; he is transfixed.] Oh, Peter, I was so afraid I’d 
drive you away.  [He laughs as best he can.] You don’t know how afraid I was 
you’d go away and leave me.  And now I’ll tell you what happened at the zoo. 
I think... I think this is what happened at the zoo...  I think.  I think that while 
I was at the zoo I decided that I would walk north... northerly, rather... until I 
found you... or somebody... and I decided that I would talk to you... I would tell 
you things... and things that I would tell you would... Well, here we are.  You 
see?  Here we are.  But... I don’t know... could I have planned all this?  No... 
no, I couldn’t have.  But I think I did.  And now I’ve told you what you wanted 
to know, haven’t I?  And now you know all about what happened at the zoo. 
And now you know what you’ll see in your TV, and the face I told you about... 
you remember... the face I told you about... my face, the face you see right now. 
Peter... Peter?... Peter... thank you.  I came unto you [He laughs, so faintly.] and 
you have comforted me.  Dear Peter.
PETER [almost fainting]: Oh my God!
→ p.46, l.17
JERRY. Peter, thank you, Peter.  I mean that, now; thank you very much.  （Peter’s 
mouth drops open.  He cannot move; he is transfixed.）  I came unto you （He laughs, 
so faintly.） and you have comforted me.  Dear Peter.
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p.184, l.31
PETER [does not move, but begins to weep]: Oh my God!
JERRY [most faintly, now; he is very near death]: You won’t be coming back 
here any more, Peter; you’ve been dispossessed.  You’ve lost your bench, but 
you’ve defended your honour.  And Peter, I’ll tell you something now; you’re not 
really a vegetable....Hurry, you’d better go... see? [JERRY takes a handkerchief....]
→ p.46, l.24
PETER. （Does not move, but begins to weep.） Oh my God, oh my God.
JERRY. And Peter, I’ll tell you something now; you’re not really a vegetable.... 
Hurry, you’d better go... （Jerry takes a handkerchief....）
p. 185, l.11
JERRY: ... Hurry away... [His eyes are closed now.] Hurry away, your parakeets 
are making the dinner... the cats... are setting the table...
PETER [off-stage, a pitiful howl]: OH MY GOD!
JERRY [his eyes still closed, he shakes his head and speaks; a combination of 
scornful mimicry and supplication]: Oh... my... God. [He is dead.]
→ p.46, l.35
JERRY. ... Hurry away... （His eyes are closed now.）
PETER. OH MY GOD!
JERRY. Hurry away, your parakeets are making the dinner... the cats... are 
setting the table...
PETER. （Offstage.  A pitiful howl.） OH MY GOD!
JERRY. （His eyes still closed, he shakes his head and speaks; a combination of 
scornful mimicry and supplication.） Oh... my... God.  （He is dead.）
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註
1　筆者は 2009 年にポップカルチャー学会編 A.P.O.C.S. No. 5, pp. 57-71 に
「『動物園物語』―そのわかりにくさ―」を発表した。そこでは、『動物園
物語』が発表された 1958 年に戻り、その時代を背景として作品の解釈に
つとめた。動物園帰りのジェリーが行きずりの男性ピーターに話しかけ、
彼を自分の世界に引きずり込む過程と、なぜピーターがジェリーに取り
込まれ、挙げ句の果てにジェリーの腹部にナイフが突き刺さってしまう
ような事態になったのか、もっぱらその不条理性について論じた。
2　http://www.victorygardens.org/onstage/zoo-interview.php シカゴのヴィクト
リー・ガーデンズ・シアター（Victory Gardens Theater）において 2010 年
10 月 4 日に劇作家ジェフリー・スウィート（Jeffrey Sweet, 1950 - ）との
間に行われた対談。
3　ホイットニー美術館、グッゲンハイム美術館や高級用品店ラルフ・ロー
レンの店などが並ぶ。
4　1979 年に世界保健機構（WHO）が行った調査で初めて女性性器切除の
実態が明らかになった。この問題がクローズアップされるようになった
のは、世界女性会議（World Conference on Women）が始まってからのこ
とである。世界中で廃絶運動が広がってきているが、当事者である女性
たちの声や、社会肯定・構造への配慮を欠いた先進国の女性主導による
批判の仕方に対する疑問と批判の声もあがっている。伝統や文化の一環
だとの主張があること、家父長制のもとで女性たちが反対の声を上げに
くいこと、母親である女性が行っていること、タブーの事柄であること
などが、この問題を極めて取り上げにくいものにしているようである。
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